
姫新線ワーキングチームの活動状況

令和８年３月２６日

姫新線WT
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津山市・新見市・真庭市・美作市・勝央町・
岡山県・ＪＲ西日本岡山支社

（オブザーバー）備中県民局・美作県民局・兵庫県西播磨県民局



WT会議の開催状況

2

○構成メンバー

津山市・新見市・真庭市・美作市・勝央町・岡山県・ＪＲ西日本岡山支社
（オブザーバー）備中県民局・美作県民局・兵庫県西播磨県民局

○開催状況

令和４年度 第１～２回
令和５年度 第３～５回
令和６年度 第６～７回

第８回WT ：令和７年６月５日（木）
第９回WT ：令和７年８月５日（火）
第10回WT ：令和８年２月16日（月）

【第10回協議内容】
・令和７年度に実施した取組について共有
・令和８年度実施事業の検討



姫新線を活用したモデルコース冊子の作成・普及
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モデルコース冊子の作成

・各市町発着のモデルコー
スを作成（日常利用・
観光利用等）
・最寄駅の時刻表、モデ
ルコース使用時の運賃
を掲載
・紹介スポットの説明、地
図を掲載

①使い方のページ

・切符の買い方、
各市町のバス・
デマンド交通等
の使い方ページ
を作成
・WESTERアプリ
等の便利なツー
ルを紹介

②モデルコースのページ

１ 概要

姫新線の利用促進および沿線地域の周遊性向上を目的として、鉄道利用および二次交通に

関する情報を一体的に整理・発信するモデルコース冊子を作成した。

令和８年度は、モデルコースを活用した具体的な取組を検討する。



姫新線沿線 日帰り 乗車体験会
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１ 概要

姫新線を活用し、「津山まなびの鉄道館」見学や「勝山のお雛まつり」散策を通じて、地域の歴

史・文化への理解を深めるとともに、JR西日本、各市町による公共交通利用レクチャーを通じた

利用促進を図ることを目的に、乗車体験会を実施した。

令和７年度 全３回実施（定員：20名程度）

①２月21日（土）【勝間田駅発着】

鉄道の歴史を学ぶコース 計21名 申込：36名

②２月28日（土）【津山駅発着】

   勝山のお雛まつり満喫コース 計16名 申込：91名

③３月 １日（日）【新見駅発着】

   勝山のお雛まつり満喫コース 計19名 申込：27名

※全コースで定員超過のため抽選を実施



姫新線沿線 日帰り 乗車体験会
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２ 各コースの様子

２月21日（土）【勝間田駅発着】

鉄道の歴史を学ぶコース

【参加者の声】

・ワンマン列車の乗り方が分かり、汽車に乗るハードルが下がったのでとても良かったです。利用し

てみたい気持ちはあってもなかなか乗れなかったので、とてもいい機会でした。

ごんちゃり利用方法説明事前説明

切符購入方法説明



姫新線沿線 日帰り 乗車体験会
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２ 各コースの様子

２月28日（土）【津山駅発着】／３月 １日（日）【新見駅発着】

勝山のお雛まつり満喫コース

【参加者の声】

   ・小学生の娘は電車の使い方に慣れてなく、怖いものだと思っていたが、各担当の方

が優しく説明してくださり、安心して楽しませて頂く事ができた。電車の楽しさ・公共

交通機関の使い方等に触れさせる良い機会となった。

運賃支払
乗車

事前説明



姫新線沿線 日帰り 乗車体験会
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３ 参加者アンケート結果

（１）参加のきっかけ

チラシが参加のきっかけになった割合が最も高

く、44％であった。また、市町村広報誌での周

知も効果的であった。

一方で、SNSは全体の4％にとどまった。

（２）参加理由

「姫新線に乗ってみたかった」とい

う回答が最も多く、次いで「津山ま

なびの鉄道館や勝山のお雛まつり

に行ってみたかった」という回答が多

かった。

34%

4%18%

16%
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5%

参加のきっかけ

市町村広報誌

SNS

知人の紹介

チラシ（県民局、市町村などの窓口）

チラシ（保育園、小学校などの教育機関）

チラシ（駅などの施設）
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姫新線の維持存続に貢献できると思ったから

鉄道の乗り方等を体験させたかったから

こどもが参加したいと言ったから

ツアー特典が良かったから

目的地に行ってみたかったから

姫新線の電車に乗ってみたいと思ったから

参加理由

44％



姫新線沿線 日帰り 乗車体験会
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３ 参加者アンケート結果

（３）体験会の内容・次回参加意向

説明内容は97％の方が満足、どちらかといえば満足と回答した。

また、次回同様の企画があった際の参加意向について、73％の方が参加したいと回答し、参

加したくないという方は0％であった。

61%

36%

3%
0%

説明内容（乗り方レクチャー等）

満足

どちらかといえば満足

どちらかといえば不満足

不満足
73%

24%

0%
3%

次回参加意向

参加したい

わからない

参加したくない

その他



姫新線沿線 日帰り 乗車体験会
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３ 参加者アンケート結果

（４）普段の交通手段

自家用車（自ら運転）と回答した方が最

も多く、他の項目と比べ圧倒的に自家用車

の割合が高かった。

一方で、伯備線や津山線を普段の交通手

段として利用している方も確認できた。

（５）姫新線利用状況

利用していないが最も多く、また年数回程

度を含めると91％に上った。

一方、週1日～2日、月1日～2日程度利

用している方が9％いることが確認できた。
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鉄道（姫新線）
自家用車（家族等の送迎）

自家用車（自ら運転）

普段の交通手段（複数回答可）
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姫新線沿線 日帰り 乗車体験会
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３ 参加者アンケート結果

（６）利用促進に向けた改善策

イベント列車の企画は、そう思う、ややそう思うと回答した方が100％だった。
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駅周辺に目的地（店）となる施設の誘致

空調・待合室の設備

WI-Fi環境整備（駅舎）

バリアフリー設備

トイレの修繕・更新

ベンチの補修・更新

利用する駅でのシェアサイクル・レンタサイクルの導入

サイクルトレインの導入

イベント列車の企画

その他運賃を補助する仕組みの導入

通勤・通学手段への運賃補助制度

通学・通勤定期券購入助成事業の実施

駅周辺の駐車場・駐輪場の整備

勤務先から駅までのバスの便数増加

自宅から駅までのバスの便数増加

他のJR路線との接続改善

各駅におけるバスやタクシーとの接続改善

多くの利用が見込まれる時間帯の運転本数の増加等

車両設備の更新による快適性の向上

そう思う ややそう思う あまり思わない まったく思わない



姫新線沿線 日帰り 乗車体験会
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３ 参加者アンケート結果

（７）制度・環境等改善後の姫新線利用意向

利用が増えると回答した方が97％であり、増えな

いと回答した方は3％にとどまった。

6%
6%

12%

27%

46%

3%

改善後の利用意向

増える（週５日以上）

増える（週３～４日以上）

増える（週１～２日）

増える（月１～２回）

増える（年数回程度）

増えない（変化なし）

（８）参加者のコメント

今回初めて姫路や神戸へ、割と安く行ける事を知りました。自分で運転していく自信はなく

行ってみたくても行けずにいます。乗り換えが不安なため、姫路や神戸へ行く体験をしてくだ

さると、次からは自分で行けるかと思います。

市町村を超えた情報発信、ルート開発、相互イベントを行うことで、近隣市町村の住民を

ターゲットに、地域の魅力、コストパフォーマンス、利便性を効果的に伝えたら、一過性の訪問

ではなく、継続的な利用につながると思いました。



令和８年度の取組方針
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１ モデルコース冊子の更新及び乗車体験会の実施

〇令和７年度に作成したモデルコースの情報更新を行う。

〇モデルコース冊子を活用し、乗車体験会を開催する。

２ モデルコース冊子の内容に沿ったデジタルスタンプラリーの実施

〇モデルコース掲載エリアへの回遊を促すことを目的とし、姫新線の駅構内及び観光

案内所等の協力店舗をチェックポイントとしたデジタルスタンプラリーを実施する

３ 鉄道×シェアサイクル等の実証実験に向けた検討

〇観光周遊性の向上及び姫新線の利用促進につなげるため、公共交通とシェアサイク

ルを連携させた新たな移動手段の有効性を検証、検討する。

    （例：サイクルトレイン 等）



その他の取組（令和７年度）
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■ＡＩデマンド交通高齢者等ＪＲ利用促進事業
ＡＩデマンド交通「のるイコつやま」を利用して、因美線・姫新線に乗車した際の運賃の全額を補助

■公共交通乗り方教室
津山圏域公共交通連絡協議会（構成自治体

：津山市、鏡野町、勝央町、奈義町、久米南町、
美咲町）において、各市町の中学２年生もしくは
３年生を対象に「ＪＲやバスの乗り方教室」を実施

○津山市



■新見市鉄道利用促進事業の実施
•官民連携組織である新見市鉄道利用促進協議会において、鉄道の利用促進イベント、新
見市オリジナルICOCAを活用した利用促進、新見駅と連携した取組などを行った。

・鉄道の魅力を伝える写真・イラストを募集し、鉄道カレンダーを作成・配布

・旅行等でJR芸備線・姫新線を利用した方を対象に、運賃の一部を補助

・新見駅発着の芸備線・姫新線を複数回利用することで賞品へ応募

・新見駅発着の鉄道を３人グループで利用し、賞品へ応募

・鉄道出前講座（新規事業）
鉄道の乗り方や車内マナー、券売機の使い方など基礎的な内容を学び、鉄道を身近に感じてもらう
ことを目的に、申請のあった３団体で鉄道出前講座を実施

その他の取組（令和７年度）
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○新見市



■公募型鉄道利用促進事業
市民団体等が自ら企画実施する事業を公募し、提案団体へ委託して実施
今年度は２団体を採択
・ハッピーハロウィンin哲西実行委員会
・（一社）新見市観光協会

■予約型乗合タクシーの運行
２次交通の充実

11月にエリア拡大

■レンタサイクルの実施

芸備線再構築協議会が実施する実証事業にあわせて、

芸備線の利用拡大を図るため、沿線で利用できるレンタ

サイクル事業を実施

料金：無料

台数：５台（電動アシスト自転車３台、自転車２台）

その他の取組（令和７年度）
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○新見市



その他の取組（令和７年度）
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○真庭市

■利用促進イベント「まに鉄フェスタ」の開催
姫新線を市民の財産・地域資源と位置付け、地域の多彩な関係者とともに

沿線当事者である意識の共有や、利用意識の変容・醸成、関係人口の増加
を図るイベントを市内３駅（美作落合駅・久世駅・中国勝山駅）で実施した。

■JR姫新線市民親子ツアーの開催
将来の鉄道利用者層となる子どもと、その保護者を参加対象とする
市民親子ツアーを開催。真庭市から、津山市・新見市の両方面への
行程を設定し、鉄道利用の機会創出と、鉄道用途例を体験した。

■JR姫新線に関する補助事業
・団体利用者乗車券購入費補助金

5人以上の団体で姫新線を利用するとき、運賃の一部を補助
・社会学習利用助成事業補助金
社会学習の一環として姫新線を利用するとき、運賃の全部を補助

・イベント支援事業補助金
姫新線を活用した地域イベントを開催するとき、費用の一部を補助

利用促進イベント まに鉄フェスタ

JR姫新線市民親子ツアー

JR姫新線 社会学習利用



■JR西日本の株主優待活用
株式取得により、JR西日本・JR西日本グループの株主優待割引券を取得。

活用により、市民への還元と、鉄道利用の促進、関心人口増加を図った。

【真庭こども万博訪問応援】
市内小中高生の万博訪問を支援した。鉄道利用や万博での経験を、

感想作品として市民へ共有し、公共交通への関心向上と学びを循環させる。
市内中央図書館とも連携し、万博感想作品の展示と鉄道図書エリアを特設。
館内をJR姫新線に見立てたスタンプラリーなどのイベントを開催した。

【広島平和学習プログラム参加応援】
市が実施する広島平和記念公園学習に対して、移動費・帯同負担の

軽減を図りつつ、参加者の鉄道利用機会を創造し、公共交通の体験と
関心機会を創出した。

【#まに鉄フォトコン2025】
SNS（Instagram）を利用したフォトコンテストを開催し、

JR姫新線と沿線地域の魅力に目を向け、関心機会を創出した。

その他の取組（令和７年度）
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○真庭市

＃まに鉄フォトコン2025
最優秀作品

中央図書館内
JR姫新線スタンプラリー

真庭こども万博訪問応援
感想作品展示



その他の取組（令和７年度）
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○美作市
■美作市公共交通機関利用促進事業
岡山県美作ラグビーサッカー場で行われる女子サッカーチーム「岡山湯郷Bell」のホームゲーム観戦と、

JR利用を組み合わせ鉄道利用促進を図る。



その他の取組（令和７年度）

○勝央町
■勝間田高校 × 勝間田駅
～もっときれいに、もっと気持ちよく～

■ガンダムマンホール × 勝間田駅
～ファン必見、勝央町の撮影スポット～

勝間田高校生が駅前の清掃活動やプラ
ンターの設置など、勝間田駅の美化活動
に取り組んでいます。
利用される皆さんが気持ちよく駅を利用で
きるよう活動しています。
この取り組みは、地域への愛着を育むとと
もに、公共交通の利用促進にもつながっ
ています。
高校生たちの手で彩られた駅前の花々。
お近くにお越しの際は、ぜひ足をとめてご
覧ください。そして、通学・通勤・お出かけ
には、ぜひJRをご利用ください！

■ふれあいバス × 勝間田駅
～駅アクセスが向上、お出かけが便利に～

令和８年度中に勝央町ふ
れあいバスの運行等の見
直しを行い、ふれあいバスが
勝間田駅に乗り入れる回
数が増えます。
バスとJRの利用でお出かけ
がもっと便利に！
お出かけの際は、ぜひふれ
あいバスとJRをご利用くださ
い。

19
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